
令和７年度校内研究（生活の安定グループ） 

グループテーマ「生活の安定につなげる行動の枠組み作りとルーティンの設定」 

 

Ⅰ 研究背景・目的 

  本研究は、自立活動の視点から「生活の安定」を基盤に、学習場面への主体的参加と他者と 

 の適切な関係形成を促す支援の在り方を、対象生徒を一人取り上げ、検討するものである。令 

 和 6年度は「生活行動の安定化」に焦点を当て、令和 7年度には「他者との関係性の構築」へ 

 と視点を広げていく計画とした。 

 

Ⅱ 対象生徒の概要 

  対象は高等部 2年の生徒で、情緒および社会性の領域で配慮を要する。重複障がい学級（知 

 的代替）に在籍し、学習意欲は高い一方、感情調整と対人距離の調整に課題がみられる。心理 

 検査の結果を見るに知的発達レベルはボーダー上にある。生育歴としては、家庭環境・乳児期 

 からの施設での養育・長期入院歴等が指導・支援を検討する上で重要な要素である。 

 

Ⅲ 情報収集と実態把握 

（１）病弱の観点からの情報 

   心理検査の結果からは、客観的に自己評価の低さは読み取りにくいが、情緒的交流経験の 

  乏しさに起因する情緒

の未分化が示唆され

る。そのことが不安感

や対人関係の困難につ

ながり、甘えの行動が

不適切な表出（暴力等）

へ転化するリスクが指

摘された。（右図参照） 

 

（２）自立活動の 6区分に基づく実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上表の通り、各区分におけるに強みと課題が明らかとなった。特に聴覚過敏や過度な集中

による場面転換の困難、年齢を問わず対人距離が近すぎる傾向が観察された。 



（３）Co–MaMeの観点からの実態と分析 

   ① 課題 
    １）気分の変動（気分の浮き沈みがある） 
     ⇒ 交友関係で躓きがあると、不穏にあることがある。 
    ２）他者への相談（困った時に相談できない） 
     ⇒ 困っていることを言葉で整理・表現できず、「なんかイライラする」という表現に

とどまる。 
    ３）経験（生活経験が低い） 
     ⇒ 小学校高学年からの概ね 4年にわたる児童精神科への入院がある。 
    ４）感覚過敏 （匂いに敏感、大きな声が嫌） 

⇒ 基本的には静かな環境を好み、騒々しい環境であるとそれもまたストレスの要因
となる。（本人自覚あり） 

    ５）病気の理解（自分自身の病状を理解していない） 
     ⇒ なぜ家族の中で自分だけが（入所施設の措置変更が必要なほど）暴力的なのか、

疑問に感じ始めている。 
   ② 支援・配慮等 
    １）友人との適切な距離感を学習できるようにする。 
    ２）「イライラする」段階で職員に相談し、一緒に記述するなどして気持ちを整理できる

ようにする。 
    ３）言動で「間違っていること」、「正しいこと」は、それぞれわかりやすく評価して伝

える。 
    ４）静かに落ち着いて過ごせるよう、気分が高揚しているときは言葉の間合いや距離感

に十分留意して、落ち着いた態度で接するようにする。 
    ５）障がいの告知と平行して、自分がどんな特徴があり、どんなことに気をつけて生活

しなければならないのか、なぜ薬が必要なのか等一緒に考えて受け入れられるよう
にする。 

 

Ⅳ 指導仮説 

  前述の三つの観点による情報から、病気の理解を含む自己と他者の理解、他者への相談、感 

 情の波への対処法に主眼をおき、下記の指導仮説をたて、本研究を進めることとした。 

  

  ①適切な目標やルールを確認することにより、安定した行動様式を獲得できるのではないか。 

  ②バウンダリーの視点に立った振り返りをすることにより、対人関係における適切な距離を 

   学習できるのではないか。 

 

Ⅴ 指導目標 

  ①気持ちの高ぶりが予想される場合、頓服薬の服用を申し出ることができる。 

  ②振り返りシートや連絡ノートを活用し、主体的に行動を振り返ることができる。 

  ④他者に対する過度な依存や過剰な気遣いを避け、健全なコミュニケーションを築くことが 

   できる。 

 

 

 

 

 

 

 

個人目標 
生徒本人が立てた目標

も、指導目標とリンクす

るように導きました 



Ⅵ 実践内容 

（１）頓服カードの提示と活用 

  ①具体的な実践内容 

 

 

 

 

 

 

 

  ②実践時期 

   10月～ 

 

 

 

 

 

（２）振り返りシートと連絡ノートの活用 

   学年全体での終末の振り返りにバウンダリーの視点を導入。日々の連絡ノートでは、気持  

ちや困り感の言語化と担任との相互理解を促進した。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜具体的な実践内容＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「情報共有カード」

を試みた背景として

は、次の二つのエピソ

ードがあり、これを受け

て作成し共有を試み

たものである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）別室カードの導入 

   クールダウンを必要とする場面で、別室利用の希望を自発的に伝達する手段を用意し、環 

  境調整とセルフレギュレーションの両立を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 実践の状況について 

（１）実践前 

  ・不穏時に促されても頓服薬を服用することは少なかった。 

  ・他者との距離感が近すぎる。 

・自分の気持ちや意見を伝えられない。 

  ・他者とのかかわりが処理できずストレスを抱え、不穏に陥る。 

（２）実践中 

  ・「頓服カード」を説明して手渡すと、素直に受け入れて大切に保管。活用することは少なか 

   ったが、頓服薬の必要性は認識できた様子が見受けられた。 

  ・「振り返りシート」「連絡ノート」ともに、当初は意欲的に取り組んでいた。 

  ・「振り返りシート」は依然意欲的だが、毎日提出していた「連絡ノート」は提出しない 

   日も散見されてきた。一方では自分の気持ちを短いながらも適切に記述すること 

   も多くなってきた。 

 



Ⅷ 実践の成果と課題 

（１）「頓服カード」の導入により、必要時に服薬を言語で申し出る行動が形成された。 

（２）「振り返りシート」と「連絡ノート」により、行動の振り返りと気持ちの表現が徐々に安定 

   し、対人距離の調整に改善がみられた。具体的には、友だちの行動に引きずられることが 

   大幅に減少した。一方で、集団活動時の情動調整や継続性の確保には引き続き課題が残り、

状況に応じた支援の微調整が必要である。 

 

Ⅸ 考察 

  実行機能に関わる見通し・切り替え・振り返りの各要素を支援に組み込むことで、参加の安 

 定化と対人関係形成の質的向上が図られた。支援の一般化・転移には、場面間の一貫性、段階 

 的フェージング、教職員間の共通理解が重要であることがあきらかになった。 

 

Ⅹ 課題 

（１）セルフモニタリングの自動化と行動選択の自律化 

（２）表情・態度からの他者感情の適切な読み取り 

（３）環境調整と本人の柔軟な対処のバランス設計 

 

Ⅵ まとめ 

  本実践は、「生活の安定」を基盤に、学習参加と対人関係に資する技能（情動調整、実行機能 

 の調整、適切な自己表現）の形成に有効であった。 

  本事例生徒に関して、次年度は他者との関係性に焦点化した学習場面をさらに設計し、地域 

への移行の可能性をさらに高めていきたい。 

 

 

 

 

 


